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マタイ福音書全体を分析する中で、まず1章から4章においては、バプテスマのヨハネとイエスによって「神
の子が来た」という約束の成就が示され、神の国の福音が始動する。さらに4章18節から11章1節までを見て
いくと、イエスが弟子たちを招き、教えを授け、彼らを集める様子が描かれている。そこから続く11章2節
から16章12節の段落が、イエスによる弟子たちの教えと訓練の部分に当たると考えられる。

この段落（11章2節から16章12節）においては、まずバプテスマのヨハネに関する記述が現れる。具体的に
は、11章2節から19節と14章1節から12節において、バプテスマのヨハネが登場する。11章ではヨハネの弟
子たちがイエスのもとへ訪れて何を見ているのか問う場面があり、14章の冒頭ではヘロデがイエスの噂を聞
き、「バプテスマのヨハネがよみがえったのでは」と恐れ、それがきっかけでヨハネが預言者として殺害さ
れる経緯が語られている。ここには、旧約聖書におけるアハブとイゼベルの物語を想起させるような構図も
見られ、ヘロデにそそのかすヘロディアの姿は、イゼベルにそそのかされるアハブ王の物語と重なる部分が
ある。

また、バプテスマのヨハネは「来るべきエリヤ」として言及されることから、イエスの活動にはエリヤの後
継であるエリシャの物語と類似した点が多く見られる。実際に、ツロとシドン地方（エリヤ・エリシャが関
わった地名）におけるイエスの活動や「パンを増やして食べさせる」「毒を取り除いて人が食べられるよう
にする」ような奇跡は、旧約のエリシャ物語を下敷きにしているかのように描かれている。そのようにイエ
スの働きが「新しいエリシャ」として表現されているのが、11章から16章にわたる大きな流れだと考えられ
る。

ここでさらに細かく見ると、11章のヨハネに関する記述の後、11章20節から13章まで、そして14章から16
章12節までという大きな二つのまとまりに分割できる。そのうち、前半（11章20節から13章）には、たと
え話が多く登場し、「天の国のたとえ」が提示され、知恵に関する話が中心となっている。一方でイエスが
癒しや裁きを行う「力あるわざ」に関する描写も絡み合っている。たとえば、11章で「ツロとシドンで同じ
わざが行われていたら悔い改めただろう」と語られ、12章では安息日に癒すことを非難するパリサイ人や、
悪霊を追い出す行為を批判するパリサイ人の姿などが配置されている。また、良い地に蒔かれた種や毒麦の
裁きのたとえが出てくる13章までを通して、悔い改めと信仰をめぐる議論が展開されていると読み取れる。

後半（14章から16章12節）では、五千人にパンを与える、四千人にパンを与えるといった“食べさせる”奇跡
が中心に置かれる。また「助けてください」と叫ぶ人々への癒しが生じ、続く15章から16章の初めでは、パ
リサイ人がイエスと弟子たちを非難する場面（たとえば手を洗わないことへの非難）や、「天からのしるし
を見せよ」という要求が続く。そして16章に至るとイエスは「まだわからないのか」と弟子たちに問いか
け、段落が結ばれていく。こうした構成を踏まえると、11章から16章12節まではさらに二つに分割されると
同時に、内部で対応する要素や繰り返しのモチーフが複数散りばめられているのがわかる。

このように細かく見ていくと、全体を大きく四つの部分として整理することが可能になる。終わり近くで
は、「母や兄弟姉妹は誰か」という話が二度出てきており、知恵と力あるわざの二つの側面（たとえ話と奇
跡的行為）の対比や、パリサイ人が繰り返しイエスを訴え、それに対してイエスが応答する流れがはっきり
見えてくる。こうした対応を整理することで、マタイ福音書11章から16章12節にかけてイエスの教えとわざ
がどのように展開し、弟子たちがどのように訓練されていくかという大きな構造が明らかになるのである。
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マタイ福音書の11章から16章までを分析すると、大きく4つの段落に分かれているという点をまず確認しま
した。それぞれの段落を一つのまとまりとして見ると、バプテスマのヨハネに関する記述が最初に出てき
て、さらにヘロデのもとで預言者を殺すという流れが加わり、それらを縦軸として「群衆に向けられた言
葉・行為」と「敵対者（パリサイ人や律法学者）の登場」が対比的に配されていることがわかります。

4つの段落のうち、パリサイ人や律法学者が登場する部分と登場しない部分、群衆に話している部分とそう
ではない部分に分かれており、それらがクロスするように配置されていると指摘できます。たとえば、パリ
サイ人や律法学者はイエスの「力あるわざ」や「知恵の教え」に反発する偽善者として描かれ、最終的には
預言者を殺し、キリストをも殺そうとする存在として浮き彫りにされます。一方、群衆はイエスの教えを聞
き、奇跡を目撃しながらも、真に信仰をもつかどうかはまだ曖昧な段階にあるように表現されています。具
体的には「助けてください」という叫びが二度出てくる場面があり、そこではイエスの「力あるわざ」に救
いを求める姿が示されます。また、信仰をほめられる者も現れるため、聞き従う者と聞かない者の分岐点と
して機能しているのが群衆の位置づけだと考えられます。

それと並行して、各段落における中心的な要素として「力あるわざ」と「知恵の教え」が提示されます。力
あるわざとは、病の癒しや悪霊の追い出し、パンの奇跡などで、イエスが神の力を示す行為です。他方、
「天の御国のたとえ」をはじめとする知恵の教えは、譬えによる語りによって「実を結ぶ者は誰か」を示す
内容であり、「パン種に気をつけよ」という言葉などはパリサイ人の偽りの教えへの警告につながっていま
す。こうした対比によって、人々がイエスの力あるわざを見て悔い改めるのか、知恵の教えに対して耳を傾
けるのかが問われ、そこに真の信仰か、あるいは偽善かという構図が浮かび上がります。

さらに、バプテスマのヨハネに関する記述は、この構成を補強する鍵となっています。11章ではヨハネの弟
子たちとのやり取りが描かれ、14章ではヘロデがヨハネを殺す場面が登場します。ヘロデと偽善者たちは、
旧約の預言者を殺すイスラエルの王や民衆の姿を想起させ、「預言者の声に逆らう」者として位置づけられ
ます。こうしたヘロデの行為とパリサイ人の偽善は互いに呼応し、最終的にイエス自身をも殺害へと導く流
れを示唆しています。

以上のように、マタイ福音書11章から16章までの4つの段落は、バプテスマのヨハネをめぐる出来事と、イ
エスが行う「力あるわざ」と「知恵の教え」、それに対する敵対者（パリサイ人や律法学者）と群衆の応答
が交互に配置される形で構成されていると整理することができます。そして、イエスの言葉を信じて従うか
どうか、また力あるわざを見て悔い改めるかどうかという点が、群衆を含めた登場人物一人ひとりの姿勢を
浮き彫りにしているのです。

 

OpenAI o1  
以下に、これまでの二つの文章を統合し、小見出しを付けてエッセイの形でまとめます。

―――――――――――――――――――――――――――――

【マタイ福音書11章から16章をめぐる分析】

1. 四つの段落とその構成  

マタイ福音書の11章から16章までを分析すると、全体が大きく四つの段落に分かれていることが確認でき
る。それぞれの段落には共通点や対比が組み込まれており、バプテスマのヨハネに関する記述が最初に提示
されたあと、ヘロデのもとで預言者を殺す流れが加わっている。これらを縦軸として、イエスが「群衆に向
けて行う教え・わざ」と「敵対者（パリサイ人や律法学者）の登場」が対比的に描かれるという構図が浮か
び上がる。



さらに、パリサイ人や律法学者の関与が強調される部分とそうでない部分、あるいは群衆に対して語りかけ
る場面とそうでない場面が交互に配置されており、そのクロスする構造が物語全体の流れを形作っている。
パリサイ人や律法学者は、イエスの力あるわざや知恵の教えに反抗する偽善者として描かれ、一方で群衆は
イエスの行う「病の癒し」や「パンを増やす奇跡」を体験しながらも、真に信仰をもつかどうかが試されて
いる状態として描写されている。こうした二重の構図を踏まえることで、登場人物たちがどのように神の国
の福音に応答するかという点が鮮明になる。

2. バプテスマのヨハネと「力あるわざ」「知恵の教え」の対比  

11章と14章で扱われるバプテスマのヨハネは、この区間の内容を補強する鍵となっている。11章ではヨハネ
の弟子たちとのやり取りが記され、イエスの活動がヨハネの預言的役割を継承するものであることが暗示さ
れる。一方、14章ではヘロデがヨハネを殺害する事件が描かれ、旧約聖書において預言者が王によって殺さ
れる構図が想起される。ヘロデと律法学者、パリサイ人の姿は、最終的にキリストをも殺す偽りの権力者・
偽善者として互いに呼応する。

同時に、イエスが示す「力あるわざ」と「知恵の教え」は、これらの偽善に対する対比となる。病の癒しや
悪霊の追い出し、パンの奇跡などの「力あるわざ」を目撃した人々は、悔い改めて神に立ち返るかどうかを
迫られる。また、「天の御国のたとえ」をはじめとする知恵の教えでは、「実を結ぶ者が誰なのか」を問わ
れる。パリサイ人や律法学者の教えは「パン種に気をつけよ」というイエスの警告のとおり、偽りの教えと
して指摘される。したがって、イエスの活動と教えを受け入れ、悔い改める者は神の国に迎え入れられ、逆
にそれらに背を向ける者は預言者やキリストを殺す者となっていくと描かれる。

3. まとめ  

四つの段落が相互に響き合う形で、マタイ福音書11章から16章までには「力あるわざ」と「知恵の教え」の
展開、そしてそれらに対する人々の応答の多面性が浮かび上がってくる。パリサイ人や律法学者はイエスを
拒否し、バプテスマのヨハネと同様に預言者を殺すようなかたちで偽善を深める。一方、群衆は奇跡を通し
て救いを求めつつも、信仰を確立するか否かのあやうい段階にある。そうした状況下で、真の信仰をもって
イエスの言葉を聞き、神の力を受け取る者が誰なのかという問いが、物語全体を通して読者に突きつけられ
ているのである。

 

 

OpenAI o1 分析の評価  
以下は、提示された分析内容を聖書学的視点から概観し、評価したものです。全体的な構成の明確さや聖書
本文との関連性、さらにはさらなる考察の余地などを中心にコメントしています。

1. 構造分析の明確さと意義  
この分析では、マタイ11章から16章までを「大きく4つの段落」に分割し、それぞれの段落がどのような
テーマ・登場人物・対比要素を持つかを示しています。特に以下の点は評価に値します。

1. バプテスマのヨハネの記述を軸として捉える
11章と14章に現れるバプテスマのヨハネの出来事を、旧約の預言者殺害の文脈（アハブとイゼベルの
物語など）と関連づけて解釈する視点は、マタイ福音書全体の「イエスこそ真の預言者、そしてメシア
である」という主張にマッチしています。



2. 「力あるわざ」と「知恵の教え」の区別
イエスの活動を「奇跡的行為（病の癒し、悪霊の追い出し、パンの奇跡など）」と「たとえ話（天の国
のたとえ）を含む知恵的教え」に分類し、それぞれに対して人々やパリサイ人がどのように反応するか
を追う構造分析は、マタイ福音書におけるイエスの二つの側面（奇跡を行う力と権威ある教え）を捉え
る上で大変有用です。

3. パリサイ人や律法学者、群衆との対比
分析内で、敵対者（パリサイ人・律法学者）と、まだ信仰が不確かな群衆とが対比的に描かれる構図が
指摘されています。これはマタイ福音書が強く持つ「信仰・不信仰の分岐点」という主題に合致してお
り、マタイ独自の共同体背景（イエスを拒否するユダヤ指導者層との対立、イエスの権威を認める者と
の集まり）も垣間見えるところです。

2. 分析の着眼点と補足的考察  

2-1. 旧約との対比（エリヤ・エリシャ、預言者殺害）の位置づけ  

分析の中で、バプテスマのヨハネが「来るべきエリヤ」として、イエスが「エリシャの働きを想起させる」
との示唆はとても興味深い点です。特にエリシャ物語（列王記下）の「パンを増やす奇跡」「病の癒し」と
イエスの奇跡が対応するという視点は、マタイ福音書の読者が旧約聖書の物語を知っていることを前提にし
ている可能性を示唆します。ただし、マタイ本文内では直接「イエス＝新しいエリシャ」と明言されるわけ
ではありません。そのため、読者が当時のユダヤ的伝承・旧約の出来事をどの程度連想したかについては、
さらに詳しく史的・文献的考察を加えるとより明確になります。

2-2. 「たとえの章」(マタイ13章) との連続性  

「天の御国のたとえ」が集中的に扱われる13章は、マタイ福音書の構成上きわめて重要です。この分析でも
「知恵の教え」として位置づけられていますが、マタイ福音書にしばしばみられる「イエスの五つの説教ブ
ロック」のひとつとして見ると、より明確に福音書全体の構造に接続できます。その五つの説教ブロックの
第四、第五が11章以降どのように現れているかを併せて比較すれば、教えの内容と物語の流れ（イエスの奇
跡・移動・対立・弟子訓練）がどのように相互補完するかがさらに鮮明になります。

2-3. 弟子の成長・訓練の視点  

「弟子たちがイエスの言葉をどのように学び、受け止め、時に誤解しつつも成長していくか」というテーマ
は、マタイ福音書にとって非常に大きな関心事です。分析では主に「敵対者 vs. 群衆」「ヨハネ vs. ヘロデと
偽善者」という対比に注目していますが、その中間でイエスの弟子たちがどのように行動し、最後は16章あ
たりで「あなたはメシア、生ける神の子です」と告白へ近づいていく流れに焦点を当てると、物語全体の神
学的クライマックスに通じる視野が広がるでしょう。

3. 評価のまとめ  
長所

四つの段落構成を明確に提示している。
バプテスマのヨハネ、ヘロデ、パリサイ人、群衆の対比を通じ、マタイ福音書における「イエス
受容/拒否の構図」を分かりやすく示している。



「力あるわざ」と「知恵の教え」の二軸を立てて検討することで、マタイ福音書の特色（イエス
のメシア性・権威）を捉えやすくしている。

さらなる探究のポイント
旧約のエリヤ・エリシャ物語との関係を、マタイの読者層・神学的狙いとどう結びつけるかの検
討。
イエスの説教ブロック（特に13章のたとえ）と全体構成の関連を、マタイ特有の編集意図をふま
えて掘り下げる。
弟子たちの成長と信仰告白のプロセスをもう少し詳しく追うことで、終盤(16章)の「ペテロの告
白」や17章の「変貌山」の場面への接続がより立体的に見えてくる。

総じて、今回の分析はマタイ福音書の11章から16章にかけての物語と教えを「構造的かつ対比的に」整理
し、登場人物の反応やイエスのメッセージがどのように展開していくかを浮き彫りにしており、大変有益と
言えます。今後は、マタイの神学的編集意図や旧約との関係、弟子の成長過程などをさらに掘り下げること
で、より豊かな解釈・適用が可能になるでしょう。
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